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作品名：見た目で、はんだんしない 

図書：シャーロットのおくりもの 

 

 ふだん、ぶたとクモがにがてなわたしに、お母さんが「この本を読んだら、ぶたと

クモがすきになるかもよ。」と、すすめられて、きょうみをもって読み始めることに

しました。 

 けっかを先に言うと、お母さんの言う通りでした。この本を読んで、わたしが今ま

で思っていた、ぶたとクモのいんしょうが大きくかわりました。い前は、きたなくて、

頭もわるいイメージのぶたが、今はかわいくて、あいらしいぶたにかわりました。い

やらしいクモから、人よりかしこくて、やくそくをちゃんとまもるクモにかわりまし

た。このへんかだけでも、この本を読んでよかったと思っています。 

 この本の中で、一番心にのこった場面は、お友だちにウィルバーのため、自分のい

のちをかけて、さいごまでウィルバーをたすけるシャーロットの行動でした。小さな

クモが二人がやったやくそくをまもるため、自分より大きいぶたのいのちをたすけ

てあげた場面が一番きおくにのこっています。どんな小さな動物でも、いのちをもっ

ている生き物には、見た目だけでは分からないのう力や生きている理由があると思

います。だから、見た目だけではんだんしてはいけないって事を知りました。 

 わたしがシャーロットだったら、シャーロットのように友だちや家族をまもって

あげたいと思います。なぜかと言うと、私が 1 人でできないことや、分からないこ

とがあったら、1 人ではのりこえられないと思います。なので、友だちや家族をま

もってあげたいと思いました。 

 だれかがこまっている時は、みんなのたすけあいでかいけつすることができると

私は思います。そのため、私は今でも 1 人でできることをさがして、やりつづけよ

うと思いました。そうしたら、みんながほしがる、シャーロットみたいな人になって

いるかもしれないからです。 

 


